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１．女川原子力発電所における新規制基準への適合に向けた工程の見直しについて

（１）主な安全対策工事の概要

1．軽油タンク地下化工事（追加対策）

• 軽油タンク
※

の火災から周囲の重要施設を防護

• 竜巻や火山などの自然現象に対する非常用ディーゼル発電機

の信頼性が向上

※ 非常用ディーゼル発電機の燃料を貯蔵する設備

【女川2号機】

⁃既存の軽油タンク（330kl×2基）を撤去し，同一ピット内

（岩着）に軽油タンク（110 kｌ×6基）を据付け

自動消火設備

煙感知器 熱感知器

絶縁油を使用しない乾式の変圧器
絶縁油を使用しないしゃ断器

［参考：新規制基準施行前から実施している対策の例］

［火災の感知・消火対策の例］

火災感知器の多様化

• ピット内から，既存の軽油タンクや配管を

撤去

• 同一の場所に，新たに地下式の

軽油タンク，配管を据付け

ピット 軽油タンク

2．火災防護対策工事（工事量増加）

• 火災の発生防止，早期感知・消火，影響軽

減の観点から，火災防護対策を拡充

（主な対策例）

- 火災感知器の多様化

- 自動消火設備の追加設置

- 貫通孔の耐火処理

- ポンプの油漏えい拡大防止 等
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１．女川原子力発電所における新規制基準への適合に向けた工程の見直しについて

（２）女川２号機に関わる安全性向上に向けた取り組み
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① 緊急安全

対策等

②規制要求事項

への対応

③「自主的安全性向上」

に向けた対策

新規制規準

適合性審査

安全対策工事

使用前検査

地域の皆さま

からのご理解

▼H25.12

女川2号機申請

▼H23.3

東日本大震災

※1 安全対策工事のうち，特定重大事故等対処施設等については，平成29年4月以降も工事を継続。

※2 「使用前検査」とは，発電用原子炉施設の工事計画の認可または届出があったものについて，その工事計画との適合性や技術基準との

適合性を確認するもの。 使用前検査に合格した後でなければ，その発電用原子炉施設を使用できない。

※1 

※2 

継続的取り組み

現状

▼許認可

新
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制

基

準

へ

の

適

合

▼▼▼▼H29.4H29.4H29.4H29.4

工事完了工事完了工事完了工事完了（（（（目標目標目標目標））））
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女川２号機の軽油タンク配置を下図に示す。

発電所内の女川２号軽油タンクの配置図

２．女川２号機軽油タンク地下化工事について

（１）軽油タンク地下化工事の概要（１／２）

１号

制御建屋

１号

タービン建屋
１号

原子炉

建屋

３号

原子炉建屋

３号

タービン建屋

３号

ｻｰﾋﾞｽ

建屋

女川２号機 軽油タンク

２号タービン建屋

制御建屋

２号原子炉建屋

ＰＮ
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� 軽油タンク上部のマンホールも含め，森林火災，危険物火災や航空機落下火災において発生する火炎

からの輻射熱の影響を受けない構造とする。

� 消防法に基づき，コンクリート構造物に収納されるため，地表面で火炎は発生しない。

軽油タンクを地下化することにより，外部火災の熱影響を回避することができる。また，地表面

での火炎発生を防止することができる。

地下式の軽油タンクの概略図

２．女川２号機軽油タンク地下化工事について

（１）軽油タンク地下化工事の概要（２／２）
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２．女川２号機軽油タンク地下化工事について

（２）既設軽油タンク撤去作業

デイタンク

（定格負荷で８時間分の

燃料を貯蔵するタンク）

２号機

軽油タンクＡ

２号機

軽油タンクB

地下式

（完成イメージ）

：撤去範囲

女川２号機 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機

２号機軽油タンクＢ底板解体完了

２号機軽油タンクＢ撤去作業実績：

５月中旬～６月末まで

� 貯蔵軽油抜き取り

� タンク内洗浄

� タンク／配管撤去

� 付属構造物（階段等）撤去

既設軽油タンク配置状況

本資料のうち，枠囲みの内容は

防護上の観点から公開できません。

撤去作業の様子（２号機軽油タンクＢ）

２号軽機油タンクＢ上部解体作業
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２．女川２号機軽油タンク地下化工事について

（３）工事工程
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３．女川２号機軽油タンク地下化工事に伴う安全措置について

（１）安全措置の概要

原子炉主任技術者原子炉主任技術者原子炉主任技術者原子炉主任技術者

・安全措置事項に関する助言，指導

【【【【統括責任者統括責任者統括責任者統括責任者】】】】

技術統括部長技術統括部長技術統括部長技術統括部長

・安全措置事項の統括

【【【【品質保証関係品質保証関係品質保証関係品質保証関係】】】】

品質保証総括品質保証総括品質保証総括品質保証総括グループグループグループグループ

・品質保証に係る事項

【【【【工程関係工程関係工程関係工程関係】】】】

工程管理工程管理工程管理工程管理グループグループグループグループ

・発電所全体工程調整

【【【【工事管理工事管理工事管理工事管理，，，，軽油補給関係軽油補給関係軽油補給関係軽油補給関係】】】】

原子炉原子炉原子炉原子炉グループグループグループグループ（（（（取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ））））

・既設軽油タンク撤去工事管理

・地下貯蔵式軽油タンク設置工事管理

・他号機等の軽油タンクから２号機デ

イタンクへの軽油補給に関する事項

【【【【運転手順関係運転手順関係運転手順関係運転手順関係】】】】

発電管理発電管理発電管理発電管理グループグループグループグループ

・２号機非常用ディーゼル発電

機の機能確保

・他号機等による２号機軽油タ

ンク分の必要油量の確保

【【【【安全措置取安全措置取安全措置取安全措置取りまとめりまとめりまとめりまとめ】】】】

技術技術技術技術グループグループグループグループ

・全体調整，取りまとめ

【安全措置実施体制表】

【安全措置実施項目】

【安全措置実施期間】

女川２号機の２基目の軽油タンクの撤去工事に着手した日（7/14）から地下式の軽油タンク設置工事が完了する日まで

� ２号機非常用ディーゼル発電機の機能確保

� 他号機等による２号機の必要油量の確保

� 他号機等の軽油タンクから２号機デイタンクへの軽油補給体制・手順の確立，外部からの軽油調達

女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所
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３．女川２号機軽油タンク地下化工事に伴う安全措置について

（２）２号機非常用ディーゼル発電機の機能確保

【２号機の非常用ディーゼル発電機の機能維持】

日常点検 定期試験

２号機非常用ディーゼル発電機の機能確保

� 非常用ディーゼル発電機待機

状態の確認（２台以上）

� 運転員によるパトロール（女川

１号機，３号機軽油タンク液面

確認など）

� 非常用ディーゼル発電機の

定期試験（１回／月）

工事期間中，２号機の非常用ディーゼル発電機１基の機能維持を図るとともに，２基目の非常用ディーゼル発

電機の確保，または，１，３号機非常用ディーゼル発電機からの電源融通，または大容量電源装置からの電源

融通手段を確保する。

【１，３号機の非常用ディーゼル発電機等からの電源融通】

� １号機非常用ディーゼル発電機（２基）

� ３号機非常用ディーゼル発電機（３基）

� 大容量電源装置

女川２号機への

電源融通
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３．女川２号機軽油タンク地下化工事に伴う安全措置について

（３）他号機等による２号機の必要油量の確保

１号機

軽油タンク

２号機

軽油タンクＡ，Ｂ

３号機

軽油タンクＡ

３号機

軽油タンクＢ

大容量電源装置

燃料タンク（３基分）

※１：使用済燃料プール冷却，原子炉建屋負圧維持，中央制御室環境維持，監視計器類および制御用電源の確保，モニタ関連機器の確保等。

※２：各号機の非常用ディーゼル発電機１台で非常用母線１系が受電している場合，残りの非常用ディーゼル発電機分の軽油は融通可能である。

※３：３号機の融通可能な軽油タンクは，非常用ディーゼル発電機の待機状態によってＡまたはＢを選択する（図中ではＡタンクからの融通を表現）。

工事期間中，２号機に必要な負荷
※１

に対する必要油量を１号機軽油タンク，３号機軽油タンク(A)，(B)の余剰分

により常時確保する。これにより，他号機等からの電源融通または他号機軽油タンク軽油抜き取りおよび２号機

デイタンクへ軽油移送により全号機の７日間連続運転が可能となる。

２号機への融通可能量
※３

約650kL

（ の合計値）

≫

２号機非常用ディーゼル発電機必要量

約150kL

（ ：非常用ディーゼル発電機１台分）

凡例

：２号ディーゼル発電機に他からの

軽油の融通が必要な量

：他へ軽油の融通が可能な量
※２

：非常用ディーゼル発電機の運転

に必要な軽油量（７日間）

３３３３号用号用号用号用７７７７日分日分日分日分

１１１１号用号用号用号用７７７７日分日分日分日分

１１１１号融通可能量号融通可能量号融通可能量号融通可能量

３３３３号融通可能量号融通可能量号融通可能量号融通可能量

３３３３号融通可能量号融通可能量号融通可能量号融通可能量

他から軽油融通

が必要な量
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３．女川２号機軽油タンク地下化工事に伴う安全措置について

（４）他号機等の軽油タンクから２号機デイタンクへの軽油の補給

女川２号機 原子炉建屋

デイタンク

（定格負荷で８時間分の

燃料を貯蔵するタンク）

非常用ディーゼル発電機

女川２号機 軽油タンクＡ，Ｂ

（地下式への改造中は使用不可）

他号機等の軽油タンクから２号機ディタンクへの軽油補給の例

他号機等の軽油タンクから２号機ディタンクへの軽油補給

� 工事期間中，女川２号機非常用デーゼル発電機が起動した場合は，当社保有のタンクローリーを用いて，

他号機の軽油タンクから女川２号機原子炉建屋内のデイタンクへ軽油を補給する。

給油

補給ラインの設置

移動

Ｂ Ａ

タンクローリー

タンクローリー

女川３号機 軽油タンクＡ，Ｂ

燃料

取出し

地下式

（完成イメージ）
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３．女川２号機軽油タンク地下化工事に伴う安全措置について

（５）補給体制・手順の確立，外部からの軽油調達

� 工事期間中，軽油の補給は夜間，休日も含め対応可能な体制を構築する。

� １回／月程度の頻度で現場の訓練を実施。

� 通常は女川・石巻圏に要員が在住。

� 軽油補給準備から補給開始までは，３時間程度
※

（訓練実績）のため，仙台圏からでも十分対応可能。

� 陸路が交通途絶した場合は空輸により要員，資機

材の確保を行うよう手順化されている。

� 女川原子力発電所構内臨時ヘリポートの離着陸訓

練を実施しており，ヘリポートから仙台空港までの

所要時間は約４０分。

※デイタンク（定格負荷で８時間分の燃料を貯蔵するタンク）の容量に対して時間的余裕がある。

� 外部からの軽油調達

発電所内の非常用ディーゼル発電機全号機が連続運転すると仮定

した場合に構内の軽油が消費される前（７日以内）に，外部から軽油を

調達するための連絡網をあらかじめ構築。
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４．まとめ

� 女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所のののの安全対策安全対策安全対策安全対策としてとしてとしてとして，，，，非常用非常用非常用非常用ディーゼルディーゼルディーゼルディーゼル発電機発電機発電機発電機のののの燃料貯燃料貯燃料貯燃料貯

蔵設備蔵設備蔵設備蔵設備であるであるであるである軽油軽油軽油軽油タンクのタンクのタンクのタンクの地下化地下化地下化地下化やややや，，，，火災防護対策火災防護対策火災防護対策火災防護対策のののの工事量増加工事量増加工事量増加工事量増加へのへのへのへの

対応対応対応対応がががが必要必要必要必要。。。。

� 女川女川女川女川２２２２号機号機号機号機のののの安全対策全体安全対策全体安全対策全体安全対策全体のののの工事完了目標工事完了目標工事完了目標工事完了目標をををを平成平成平成平成２９２９２９２９年年年年４４４４月月月月にににに見直見直見直見直しししし，，，，

工事完了工事完了工事完了工事完了までのまでのまでのまでの期間期間期間期間はははは適切適切適切適切にににに安全安全安全安全をををを確保確保確保確保するするするする。。。。

� 当社当社当社当社としてはとしてはとしてはとしては，，，，今後今後今後今後ともともともとも，，，，新規制基準新規制基準新規制基準新規制基準へのへのへのへの適合性適合性適合性適合性にとどまらずにとどまらずにとどまらずにとどまらず，，，，原子力発原子力発原子力発原子力発

電所電所電所電所のさらなるのさらなるのさらなるのさらなる安全安全安全安全レベルのレベルのレベルのレベルの向上向上向上向上にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを，，，，継続的継続的継続的継続的にににに進進進進めてめてめてめて

いくいくいくいく。。。。


